
えびの高原における火山ガスの測定について 
宮崎県自然環境課 

１ 火山ガス観測装置について 

 (1) 目 的  自然公園利用者（主に登山道、歩道利用者）の安全を確保する目的で設置 

(2) 位 置  ① エコミュージアムセンター建物外壁（平成 30 年 10 月設置） 

       ② 駐車場料金所（平成 29 年 12 月設置） 

 (3) 観 測  24 時間（自動） 

 

２ 火山ガス観測装置の設置状況 

 

 

 

基準値（警戒情報）を上回る火山ガス 

（①硫化水素 10ppm、②二酸化硫黄２ppm） 

を検知した場合 

 

⇒ 警報及びパトランプが作動 

 

３ 手動による火山ガスの観測 

 ・ 宮崎県自然環境課では、（一財）自然公園財団えびの支部に委託し、えびの高原内の４地点において、二酸化硫黄濃度を毎朝観測。 

  ※４地点：エコミュージアムセンター正面入口、探勝路入口、足湯の駅えびの前、えびの高原ホテル入口付近 

 ・ 観測の結果、基準値以上（注意情報：0.2ppm 以上）の値を計測した場合は、30 分後に２回目の測定を行い、２回目の測定で基準値

以上を測定した場合、さらに 30 分後に３回目の測定を行う。 

 ・ 基準値以上の濃度の火山ガスを測定した場合は、速やかに県に報告する。 ⇒ 関係機関等と情報共有 
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